別紙

· 女性の活躍推進を経営上の重点課題と位置づけ、「女性の職域拡大」「中長期的な育成を考慮した配置・ローテーション」「リーダー層への登用に向けた母集団の形成」に取り組み、女性のキャリア形成と管理職登用を推進
１　ポジティブ・アクション取組体制
○平成18年12月　経営会議にて女性の活躍推進を経営上の重点課題とする方針を決定
○平成19年7月、同方針に基づき人事部に専任組織「女性活躍推進室」を設置
○取組期間の9年間を「パイロット期」(平成19～21年)、「展開期」(平成22～24年)、「拡大期」(平成25～27年)の3期に分け、活動ステップを定めて3年ごとに評価・見直しを行いながら中長期的に取組を実施
　○社員向けの女性活躍推進室ホームページ「＠C-Walker」を作成・運営し、取組の方針や実施状況等について全社的に情報発信
２　ポジティブ・アクション取組内容

（１）採用拡大の取組
○男女を問わず挑戦意欲の高い学生を採用するために以下のような取組を実施

・採用面接に女性管理職を面接官として含め、採用選考の中立性を確保
・会社のホームページの採用情報等において活躍する女性社員を紹介
　（２）職域拡大の取組
○固定的な役割分担意識や慣行的運用にとらわれない配置・ローテーションの徹底のために以下のような取組を実施
・土木部門に新たに女性が配置された事業場における職場環境を整備（休憩室・トイレ・浴室の利用環境の向上）
・自己啓発のための通信教育のメニューに女性社員キャリアアップコースや女性管理職の役割行動コースを追加
・管理職を対象に、ダイバーシティ、女性活躍推進の意義等を内容とする「ダイバーシティ教育」や女性をはじめとした多様な部下のマネジメントを内容とする「マネジメント力向上研修」を実施
　（３）管理職登用の取組
○女性リーダー層の育成に向けて以下の取組を実施

・今後職場のリーダーとしての活躍を期待して女性社員を対象とした研修を実施
・キャリア形成・リーダーシップ等をテーマとした「異業種合同研修」へ女性社員を派遣
・入社後4～6年の女性社員を対象にした、女性管理職や先輩社員とのディスカッション等を行う「ロールモデルフォーラム」を実施
・社内で活躍中の女性社員を「C-Walker’s」と命名し、活躍する様子などを女性活躍推進室ホームページにて定期的に紹介
３　ポジティブ・アクション取組成果

· 土木部門要員として平成20年に初めて女性を採用、以後平成22年、24年、25年と継続して採用
· 交替勤務従事者に占める女性技術者の配置人数及び割合が、平成23年の2人（0.17％）から平成25年に6人（0.52％）に増加
· 管理職の女性比率が平成23年の1.50％から平成25年には1.66％へ増加
· 管理職手前の主任クラスにおける女性比率が平成23年の4.98％から平成25年には6.11％へ増加
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